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　本誌では2024年 5 月号より「外国人材に選ばれる熊本を目指して」をテーマに、外国人材を受
入れる際に必要となる在留資格制度に関すること、外国人材とコミュニケーションを取るうえで
必要となる「やさしい日本語」、また実際に外国人材を受入れている企業の取組みや、働く外国人
材を紹介してきました。今月号で本コーナーは終了となります。最終号では、熊本県の取組みと、
K

く ま も と

UMAMOTO K
く ら す

URASUによる取組みを紹介します。

　熊本県では、外国人材から選ばれる熊本を目指し、多文化共生の推進及び外国人材の受入れ環境整
備を関係部局が一体となって進めることを目的として、2024年 9 月に「外国人材との共生推進本部

（以下、本推進本部）」を設置しました。本推進本部では、県内の在留外国人の増加が今後も続くと見
込み、外国人を地域社会の一員として受入れ、共に生きていく多文化共生の推進と、外国人材の確保
と定着のため受入れ体制の整備を進め、「選ばれる熊本」と多様性に富んだ「開かれた熊本」を目指
すために設置されました（図表 １ ）。早速今年度開催された本推進本部の会議では各部署が外国人材
との共生推進に係る取組みや課題が共有されています。

「熊本県、
KUMAMOTO KURASUの取組み」

1 はじめに

公益財団法人　地方経済総合研究所　特別研究員　前田　和則
熊本学園大学　非常勤講師（日本語科目）
専修学校　久留米ゼミナール　非常勤講師（キャリア教育科目・日本語科目）
修士（文学）・修士（大学アドミニストレーション）

図表１　熊本県外国人材との共生推進本部　組織体制図
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２ 熊本県の取組み 
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